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私学振興のための施策

私立学校は、公立学校と異なり私人の寄付財産等によって成り立っており、その運営も各設置

者が建学の精神に基づき自立的に行っている。 

現在、都内の学校に在学する児童・生徒のうち、私立学校に在学する割合は、高等学校で５割

を超え、幼稚園で約９割、専修学校・各種学校でほぼ10割となっており、私立学校が都の公教育

に果たす役割は大きい。 

したがって、都は、都内私立学校の振興のため、学校教育法、私立学校法及び私立学校振興助

成法を基本として各種の事務事業を推進している。 

主な事業は、次のとおりである。 

１ 私立学校の認可・指導 

学校教育法及び私立学校法等に基づき、東京都知事が所轄する私立学校（幼稚園、小学校、

中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、専修学校、各種学校）や学

校法人に関する認可・指導等を行っている。 

２ 私立学校教育への助成 

⑴ 私立学校振興助成法等に基づき、私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の経済的負担

の軽減とともに経営の健全性を高めることを目的として、東京都知事が所轄する私立の幼稚

園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の経常的経費に対する補助（経常費補助）

を行っている。 

⑵ 保護者の経済的負担の軽減を目的とし、保護者に補助又は貸付を行っている。 

⑶ 学校施設整備に関する補助等、各種補助を行っている。 

３ 東京都育英資金 

東京都育英資金条例に基づき、修学意欲のある者の教育を受ける機会の拡充に寄与すること

を目的とする東京都育英資金事業を実施している。 

平成17年度より（公財）東京都私学財団が事業実施主体となっており、都は事業実施に必要

な支援を行っている。 

また、平成16年度までに都が採用した奨学生の返還金については、返還終了まで都がその事

務を担当している。 
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事業の体系

私立学校の認可・指導 私立学校の認可・指導

経常費補助 

保護者負担軽減補助 私立学校教育助成

その他補助 

育英資金の貸付・返還事務 東京都育英資金

- 145 - 

・学校教育法及び私立学校法等に基づき私立学校（幼・小・中・義務教育・高・中等教育・

特別支援・専修・各種）及び学校法人の認可・指導を行う。 

・認可等について諮問する東京都私立学校審議会の運営を行う。 

・東京都所轄の学校法人に対し学校法人会計基準に関する指導を行う。 

・(公財)東京都私学財団が実施する東京都育英資金事業に対する補助を行う。 

・東京都育英資金の返還事務を行う。 

・私立学校振興助成法に基づき、私立の幼・小・中・高（全日・定時）・特別支援・通信制

に対し経常費補助を行う。 

・保護者の経済的負担の軽減を目的とする助成を行う。 

・学校施設設備に関する補助等、各種補助を行う。
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事業の体系

私立学校の認可・指導 私立学校の認可・指導

経常費補助 

保護者負担軽減補助 私立学校教育助成

その他補助 

育英資金の貸付・返還事務 東京都育英資金
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・学校教育法及び私立学校法等に基づき私立学校（幼・小・中・義務教育・高・中等教育・

特別支援・専修・各種）及び学校法人の認可・指導を行う。 

・認可等について諮問する東京都私立学校審議会の運営を行う。 

・東京都所轄の学校法人に対し学校法人会計基準に関する指導を行う。 

・(公財)東京都私学財団が実施する東京都育英資金事業に対する補助を行う。 

・東京都育英資金の返還事務を行う。 

・私立学校振興助成法に基づき、私立の幼・小・中・高（全日・定時）・特別支援・通信制

に対し経常費補助を行う。 

・保護者の経済的負担の軽減を目的とする助成を行う。 

・学校施設設備に関する補助等、各種補助を行う。
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１ 私立学校の認可・指導（私学部私学行政課） 

⑴ 私立学校の公共性と自主性 

私立学校は、公教育機関として国・公立学校と変わりなく公教育の一翼を担っている。す

なわち、私立学校にも国・公立学校と同様に憲法、教育基本法及び学校教育法が適用され、

学校の設置基準も国・公立と私立で変わらない。 

しかし、私立学校は、国・公立と異なり私人の寄付財産等により設立され、その運営も自

立的に行われる性格をもっており、私立学校制度を規定する私立学校法が適用される。 

私立学校法は、私立学校の自主性を尊重するため、国・公立の学校に比べ、所轄庁の権限

を制限するとともに、権限の行使に際しても、教育に関する学識経験者からなる私立学校審

議会の意見を聴かなければならないとしている。 

中等教育学校、特別支援学校、
　学校法人

①

②

・教育基本法 　学校法人以外
　の法人等

規定する学校

教　　育

・日本国憲法 第26条

・学校教育法

　 専修学校

規定する学校

家庭教育

社会教育

学校の範囲

　 幼稚園、小学校、中学校、

義務教育学校、高等学校、

学校教育

大学及び高等専門学校

第２条第７項及び第９条に

規定する学校

　 幼保連携型認定こども園

学校教育法第１条に

規定する学校

国・公立学校

私立学校

　国
　・地方公共団体

学校教育法第134条に

学校教育法第124条に ・教育基本法 第８条

　 各種学校

③

教育、保育等の総合的な

提供の推進に関する法律

・就学前の子どもに関する教育、保育等の総
合的な提供の推進に関する法律 第12条

・教育基本法 第12条

・教育基本法 第10条

・教育基本法 第６条

※子ども・子育て関連３法改正等（平成24
年８月）により、幼保連携型認定こども園が
教育基本法上の学校として法的に位置づ
けられた。

・学校教育法 第２条

・学校教育法 第127条

・学校教育法 附則第６条

④ 就学前の子どもに関する

・私立学校法

⑵ 所轄庁の権限等 

都では、私立学校の設置・廃止・設置者変更等の認可及び学校法人の設立の認可等ととも

に、学則変更、校地・校舎の取得又は処分、学校法人の役員変更届等の受理、その他これら

の事務に伴う指導等を行っている。 

学校教育法及び私立学校法では、所轄庁の権限として、 

ア 学校の設置・廃止・設置者変更等の認可（学校教育法第４条、第130条、第134条第２項）

イ 学校の閉鎖命令（学校教育法第13条） 

ウ 学校法人の設立認可（私立学校法第31条） 

エ 学校法人の解散命令（私立学校法第62条） 

オ 学校法人に対する措置命令（私立学校法第60条第１項） 

〈私立学校の位置づけ〉 
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カ 学校法人が措置命令に従わないときの役員の解任勧告（私立学校法第60条第９項） 

キ 学校法人に対する報告徴収、立入検査（私立学校法第63条） 

ク 教育の調査、統計その他に関し必要な報告書の提出を求めること（私立学校法第６条）

等が規定されているが、学校教育法第14条に規定している設備・授業等の変更命令につい

ては、私立学校の自主性の観点から、私立学校には適用されないこととなっている（私

立学校法第５条）。 

なお、これらの私立学校に関する認可事務等のうち、幼稚園、専修学校及び各種学校に

係るもの（外国人を専ら対象とする学校、市地域にある資格免許の指定のある学校及び町

村地域にある学校に係るものを除く。）については、条例により区及び市の処理する事務

としている。 

⑶ 東京都私立学校審議会 

私立学校法に基づいて設置されている知事の諮問機関で、私立学校の設置、廃止、設置者

変更等及び学校法人設立の認可等について審議する。また、私立学校に関する重要事項につ

いて知事に建議することができる。 

・設 置 年 度 昭和25年度 

・根拠法令等 私立学校法第９条 

・委 員 数 20人（学識経験者５人、私立学校関係者15人） 

・事 業 実 績（令和５年度）  開催回数 11回 

・答 申 件 数（令和５年度）  61件（設置計画承認を除く。） 

⑷ 学校法人会計基準の指導 

私立学校の経理の合理化及び会計処理の適正化を図るため、昭和48年度から学校法人会計

基準（昭和46年文部省令第18号）による会計処理を全面適用し指導を行っている。 

・研修会の実施 年１回 

・現地指導実績（令和５年度） 42法人 

⑸ その他 

ア 留学生の違法活動防止対策 

都内の教育機関に在籍する留学生の違法活動を未然に防ぐために、平成15年度から「留

学生の違法活動防止のための連絡協議会」を設置し、関係機関との連携を強化するととも

に、「専門学校・各種学校の留学生受入れ等に係る管理指針」を策定し、留学生の在籍する

学校への調査・指導や講習会等の啓発事業を行っている。 

・「留学生の違法活動防止のための連絡協議会」の構成 

文部科学省、東京出入国在留管理局、警視庁、新宿区、台東区、渋谷区、豊島区、武蔵

野市、東京都、（一財）日本語教育振興協会、（公社）東京都専修学校各種学校協会 
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１ 私立学校の認可・指導（私学部私学行政課） 

⑴ 私立学校の公共性と自主性 

私立学校は、公教育機関として国・公立学校と変わりなく公教育の一翼を担っている。す

なわち、私立学校にも国・公立学校と同様に憲法、教育基本法及び学校教育法が適用され、

学校の設置基準も国・公立と私立で変わらない。 

しかし、私立学校は、国・公立と異なり私人の寄付財産等により設立され、その運営も自

立的に行われる性格をもっており、私立学校制度を規定する私立学校法が適用される。 

私立学校法は、私立学校の自主性を尊重するため、国・公立の学校に比べ、所轄庁の権限

を制限するとともに、権限の行使に際しても、教育に関する学識経験者からなる私立学校審

議会の意見を聴かなければならないとしている。 

中等教育学校、特別支援学校、
　学校法人

①

②

・教育基本法 　学校法人以外
　の法人等

規定する学校

教　　育

・日本国憲法 第26条

・学校教育法

　 専修学校

規定する学校
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学校教育
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規定する学校

　 幼保連携型認定こども園

学校教育法第１条に
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学校教育法第134条に
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③
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合的な提供の推進に関する法律 第12条

・教育基本法 第12条
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に、学則変更、校地・校舎の取得又は処分、学校法人の役員変更届等の受理、その他これら

の事務に伴う指導等を行っている。 

学校教育法及び私立学校法では、所轄庁の権限として、 

ア 学校の設置・廃止・設置者変更等の認可（学校教育法第４条、第130条、第134条第２項）
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カ 学校法人が措置命令に従わないときの役員の解任勧告（私立学校法第60条第９項） 
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ク 教育の調査、統計その他に関し必要な報告書の提出を求めること（私立学校法第６条）

等が規定されているが、学校教育法第14条に規定している設備・授業等の変更命令につい

ては、私立学校の自主性の観点から、私立学校には適用されないこととなっている（私

立学校法第５条）。 

なお、これらの私立学校に関する認可事務等のうち、幼稚園、専修学校及び各種学校に

係るもの（外国人を専ら対象とする学校、市地域にある資格免許の指定のある学校及び町

村地域にある学校に係るものを除く。）については、条例により区及び市の処理する事務

としている。 

⑶ 東京都私立学校審議会 

私立学校法に基づいて設置されている知事の諮問機関で、私立学校の設置、廃止、設置者

変更等及び学校法人設立の認可等について審議する。また、私立学校に関する重要事項につ

いて知事に建議することができる。 

・設 置 年 度 昭和25年度 

・根拠法令等 私立学校法第９条 

・委 員 数 20人（学識経験者５人、私立学校関係者15人） 

・事 業 実 績（令和５年度）  開催回数 11回 

・答 申 件 数（令和５年度）  61件（設置計画承認を除く。） 

⑷ 学校法人会計基準の指導 

私立学校の経理の合理化及び会計処理の適正化を図るため、昭和48年度から学校法人会計
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・研修会の実施 年１回 
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都内の教育機関に在籍する留学生の違法活動を未然に防ぐために、平成15年度から「留
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学校への調査・指導や講習会等の啓発事業を行っている。 
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文部科学省、東京出入国在留管理局、警視庁、新宿区、台東区、渋谷区、豊島区、武蔵

野市、東京都、（一財）日本語教育振興協会、（公社）東京都専修学校各種学校協会 
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イ いじめ防止対策の推進 

いじめ防止対策推進法（平成25年施行）及び東京都いじめ防止対策推進条例（平成26年

施行）に基づき、東京都いじめ防止対策推進基本方針を策定し、連絡協議会の設置等、関

係各局と連携して私立学校に関する対応を行っている。 

ウ 子ども・子育て支援新制度（平成27年４月施行） 

子ども・子育て支援新制度とは、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援

を総合的に推進する趣旨から、平成 27 年４月より施行された子ども・子育て支援法等に基

づく制度のことをいい、主なポイントは次のとおりである。 

・認定こども園、幼稚園、保育所及び小規模保育等に対する財政支援の仕組みの共通化（施

設型給付等の創設） 

・認定こども園制度の改善（幼保連携型認定こども園の認可・指導監督の一本化等） 

・地域の子ども・子育て支援の充実（地域子ども・子育て支援事業の実施） 

都においては、東京都子供・子育て会議の設置（平成25年10月）、東京都子供・子育て支

援総合計画（第２期）（令和２年３月）の策定等を行っている。 

〈学校等の体系〉 

職業技術の付与

学校教育法

専修学校 各種学校
一般課程

(入学資格なし) (入学資格なし)

太枠内は、学校教育法第１条に規定する学校（１条校）

の私立学校の所轄庁は東京都

の私立学校の所轄庁は文部科学省

幼稚園

12

6

（高卒対象）

                           　　　 小学校

  高等学校

専門課程

0

15

年齢

高等課程
（中卒対象）

3

                            　　　中学校

18

※１認定こども園法：就学前の子どもに関する教育、保育

　等の総合的な提供の推進に関する法律

※２大学・短大には、専門職大学・短大を含む。

職業能力開発
促進法

22

大学※2

職

業

能
力

開

発

セ

ン

タ
ー

短大※2 高等
専門
学校

専修学校

専修学校

幼保連携型
認定こども園 保育所

児童福祉法認定こども園法※1

義務教育学校

中等教育学校
(後期課程)

(前期課程)

(前期課程)

(後期課程)
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所轄庁 

所轄庁 私  立  学  校 学 校 法 人 

文部科学大臣 
○大学・短期大学 

○高等専門学校 
左記の学校を設置する法人 

都 知 事 

○小・中・義務教育・高・中等教育・特別支援学校 

○幼保連携型認定こども園 

○外国人を専ら対象とする各種学校 

○市地域にある教員免許・資格取得の認定又は指定

のある専修・各種学校 

○町村地域にある幼稚園、専修・各種学校 

文部科学大臣所轄の法人以

外の学校法人 

区 長 

市 長 
○上記以外の幼稚園、専修・各種学校（※） 

※東京都条例（特別区における東京都の事務処理の特例に関する条例及び市町村における東京都の事務処理

の特例に関する条例）により、区長及び市長を所轄庁としている。 

都内国公私立学校数及び生徒数 (令和５年５月１日現在) 

専　修 各　種

全・定 通信制 学　校 学　校

私立 237 8 187 55 799 4 380 154 46 1,870

(%) (55.2) (72.7) (23.3) (4.1) (83.3) (5.6) (97.7) (100.0) (83.6) (44.4)

公立 186 3 6 608 8 1,266 158 63 8 9 2,315

(%) (43.4) (27.3) (75.0) (75.9) (100.0) (95.4) (16.5) (88.7) (2.1) (16.4) (55.0)

国立 6 2 6 6 2 4 1 27

(%) (1.4) (25.0) (0.7) (0.5) (0.2) (5.6) (0.3) (0.6)

計 429 11 8 801 8 1,327 959 71 389 154 55 4,212

(%) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

私立 172,652 9,201 81,257 25,778 102,926 235 124,451 24,280 7,726 548,506

(%) (57.6) (84.7) (25.8) (4.1) (93.2) (1.6) (98.5) (100.0) (88.7) (35.4)

公立 123,957 1,660 5,578 230,649 8,405 594,260 7,134 13,978 1,920 983 988,524

(%) (41.3) (15.3) (79.6) (73.3) (100.0) (95.3) (6.5) (95.5) (1.5) (11.3) (63.8)

国立 3,183 1,433 2,553 3,593 362 420 24 11,568

(%) (1.1) (20.4) (0.8) (0.6) (0.3) (2.9) (0.0) (0.7)

計 299,792 10,861 7,011 314,459 8,405 623,631 110,422 14,633 126,395 24,280 8,709 1,548,598

(%) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

幼稚園
特別支援

学校

幼保連携型
認定こども

園
合　計

学

校

数

区　　分
高　　校 中等教育

学校
中学校

義務教育
学校

小学校

0.3%

児

童

生

徒

数

全国の私立学校生徒の割合 34.8% 78.3% 21.5% 7.8% 24.9%1.3% 87.8% 0.6% 96.4% 99.6% 88.3%

資料：学校基本調査

私　
　

学
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イ いじめ防止対策の推進 

いじめ防止対策推進法（平成25年施行）及び東京都いじめ防止対策推進条例（平成26年

施行）に基づき、東京都いじめ防止対策推進基本方針を策定し、連絡協議会の設置等、関

係各局と連携して私立学校に関する対応を行っている。 

ウ 子ども・子育て支援新制度（平成27年４月施行） 

子ども・子育て支援新制度とは、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援

を総合的に推進する趣旨から、平成 27 年４月より施行された子ども・子育て支援法等に基

づく制度のことをいい、主なポイントは次のとおりである。 

・認定こども園、幼稚園、保育所及び小規模保育等に対する財政支援の仕組みの共通化（施

設型給付等の創設） 

・認定こども園制度の改善（幼保連携型認定こども園の認可・指導監督の一本化等） 

・地域の子ども・子育て支援の充実（地域子ども・子育て支援事業の実施） 

都においては、東京都子供・子育て会議の設置（平成25年10月）、東京都子供・子育て支

援総合計画（第２期）（令和２年３月）の策定等を行っている。 

〈学校等の体系〉 

職業技術の付与

学校教育法

専修学校 各種学校
一般課程

(入学資格なし) (入学資格なし)

太枠内は、学校教育法第１条に規定する学校（１条校）

の私立学校の所轄庁は東京都

の私立学校の所轄庁は文部科学省

幼稚園

12

6

（高卒対象）

                           　　　 小学校

  高等学校

専門課程

0

15

年齢

高等課程
（中卒対象）

3

                            　　　中学校

18

※１認定こども園法：就学前の子どもに関する教育、保育

　等の総合的な提供の推進に関する法律

※２大学・短大には、専門職大学・短大を含む。

職業能力開発
促進法

22

大学※2

職

業

能
力

開

発

セ

ン

タ
ー

短大※2 高等
専門
学校

専修学校

専修学校

幼保連携型
認定こども園 保育所

児童福祉法認定こども園法※1

義務教育学校

中等教育学校
(後期課程)

(前期課程)

(前期課程)

(後期課程)
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所轄庁 

所轄庁 私  立  学  校 学 校 法 人 

文部科学大臣 
○大学・短期大学 

○高等専門学校 
左記の学校を設置する法人 

都 知 事 

○小・中・義務教育・高・中等教育・特別支援学校 

○幼保連携型認定こども園 

○外国人を専ら対象とする各種学校 

○市地域にある教員免許・資格取得の認定又は指定

のある専修・各種学校 

○町村地域にある幼稚園、専修・各種学校 

文部科学大臣所轄の法人以

外の学校法人 

区 長 

市 長 
○上記以外の幼稚園、専修・各種学校（※） 

※東京都条例（特別区における東京都の事務処理の特例に関する条例及び市町村における東京都の事務処理

の特例に関する条例）により、区長及び市長を所轄庁としている。 

都内国公私立学校数及び生徒数 (令和５年５月１日現在) 

専　修 各　種

全・定 通信制 学　校 学　校

私立 237 8 187 55 799 4 380 154 46 1,870

(%) (55.2) (72.7) (23.3) (4.1) (83.3) (5.6) (97.7) (100.0) (83.6) (44.4)

公立 186 3 6 608 8 1,266 158 63 8 9 2,315

(%) (43.4) (27.3) (75.0) (75.9) (100.0) (95.4) (16.5) (88.7) (2.1) (16.4) (55.0)

国立 6 2 6 6 2 4 1 27

(%) (1.4) (25.0) (0.7) (0.5) (0.2) (5.6) (0.3) (0.6)

計 429 11 8 801 8 1,327 959 71 389 154 55 4,212

(%) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

私立 172,652 9,201 81,257 25,778 102,926 235 124,451 24,280 7,726 548,506

(%) (57.6) (84.7) (25.8) (4.1) (93.2) (1.6) (98.5) (100.0) (88.7) (35.4)

公立 123,957 1,660 5,578 230,649 8,405 594,260 7,134 13,978 1,920 983 988,524

(%) (41.3) (15.3) (79.6) (73.3) (100.0) (95.3) (6.5) (95.5) (1.5) (11.3) (63.8)

国立 3,183 1,433 2,553 3,593 362 420 24 11,568

(%) (1.1) (20.4) (0.8) (0.6) (0.3) (2.9) (0.0) (0.7)

計 299,792 10,861 7,011 314,459 8,405 623,631 110,422 14,633 126,395 24,280 8,709 1,548,598

(%) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

幼稚園
特別支援

学校

幼保連携型
認定こども

園
合　計

学

校

数

区　　分
高　　校 中等教育

学校
中学校

義務教育
学校

小学校

0.3%

児

童

生

徒

数

全国の私立学校生徒の割合 34.8% 78.3% 21.5% 7.8% 24.9%1.3% 87.8% 0.6% 96.4% 99.6% 88.3%

資料：学校基本調査
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２ 私立学校教育助成（私学部私学振興課） 

私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の負担軽減、経営の健全化等を図るため各種の助

成を行っている。 

〈私立学校教育助成実績〉 (単位：千円) 

事   業   名 令和５年度 令和４年度 増（△）減 

経常費補助 122,618,490 124,012,166 △1,393,676 

私立高等学校経常費補助 68,660,293 69,682,664 △1,022,371 

私立中学校経常費補助 27,837,339 27,546,414 290,925 

私立小学校経常費補助 6,987,232 6,890,715 96,517 

私立幼稚園経常費補助 16,607,040 17,499,066 △892,026 

私立特別支援学校等経常費補助 2,398,148 2,276,895 121,253 

私立通信制高等学校経常費補助 128,438 116,413 12,025 

保護者負担軽減 51,506,287 51,489,277 17,011 

私立高等学校等就学支援金 19,582,350 20,700,054 △1,117,704 

私立高等学校等就学支援金学校事務費補助 329,545 289,643 39,902 

私立高等学校等特別奨学金補助 13,444,295 13,004,759 439,536 

私立高等学校等奨学給付金事業費補助 1,199,430 1,336,109 △136,679 

私立中学校等特別奨学金補助 1,826,192 - 1,826,192 

私立高等学校定時制及び通信教育振興奨励費補助 1,381 1,680 △299 

私立高等学校等入学支度金貸付利子補給 5,956 7,249 △1,293 

私立幼稚園等施設等利用費負担金 6,922,396 7,760,146 △837,750 

私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助 2,767,168 2,872,910 △105,742 

私立専修学校授業料等減免費用負担金 5,426,249 5,515,528 △89,279 

私立専修学校修学支援実証研究事業費補助 0 575 △575 

私立学校被災生徒等受入支援事業費補助 1,325 624 701 

その他補助 28,839,458 27,260,026 1,579,432 

私立幼稚園教育振興事業費補助 726,711 832,338 △105,627 

私立幼稚園特別支援教育事業費補助 575,456 582,352 △6,896 

私立幼稚園等特色教育等推進補助 50,508 43,470 7,038 

私立幼稚園等施設型給付費負担金 7,488,174 6,726,997 761,177 

 私立幼稚園等教育体制支援事業費補助 415,629 141,089 274,540 

私立幼稚園預かり保育推進補助 965,664 949,118 16,546 

私立幼稚園等一時預かり事業費補助 1,765,313 1,526,551 238,762 

私立高等学校都内生就学促進補助 457,806 466,439 △8,633 

私立専修学校教育振興費補助 318,901 300,035 18,866 
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事   業   名 令和５年度 令和４年度 増（△）減

私立専修学校特別支援教育事業費補助 152,760 139,819 12,941

私立専修学校職業実践専門課程推進補助 303,640 311,260 △7,620

私立外国人学校教育運営費補助 79,710 76,668 3,042

私立学校安全対策促進事業費補助 1,888,314 1,211,602 676,712

私立学校教育振興資金融資利子補給 175,072 198,710 △23,638

私立学校デジタル教育環境整備費補助 2,517,354 1,848,790 668,564

私立専修学校教育環境整備費補助 351,477 355,580 △4,103

産業・理科教育施設設備整備費補助 35,819 60,691 △24,872

私立学校省エネ設備等導入事業費補助 2,168,768 2,483,898 △315,130

私立幼稚園等環境整備費補助 284,486 395,200 △110,714

認定こども園整備費等補助 388,825 994,858 △606,033

私立学校教育研究費補助 69,813 70,136 △323

私立学校退職手当補助 4,066,100 4,072,114 △6,014

私立学校教職員共済費補助 1,786,725 1,757,006 29,719

私立学校グローバル人材育成支援事業費補助 1,806,435 1,715,305 91,130

計 202,964,235 202,761,468 202,767

※ 四捨五入の関係で端数が合わない場合がある。

⑴ 経常費補助

私立学校（高等学校、中学校、小学校、幼稚園等、特別支援学校及び通信制高等学校）を

設置する学校法人及び学校法人化を志向する個人立等の幼稚園の設置者に対し、経常費の一

部を補助している。

事業区分は、以下のとおり

経 常 費 補 助 対   象   学   種

私立高等学校経常費補助 私立高等学校（全日制・定時制）

私立中学校経常費補助 私立中学校

私立小学校経常費補助 私立小学校

私立幼稚園経常費補助 学校法人立幼稚園・学校法人化志向幼稚園

私立特別支援学校等経常費補助
特別支援学校、特別支援学級を置く小学校又は中学校
障害児が就園する学校法人立幼稚園等

私立通信制高等学校経常費補助 通信制高等学校

・事業実績（令和５年度）

私立高等学校経常費補助 236校  私立中学校経常費補助 183校

私立小学校経常費補助 55校  私立幼稚園経常費補助 429園

私立特別支援学校等経常費補助 273校  私立通信制高等学校経常費補助 ８校

私　
　

学
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２ 私立学校教育助成（私学部私学振興課） 

私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の負担軽減、経営の健全化等を図るため各種の助

成を行っている。 

〈私立学校教育助成実績〉 (単位：千円) 

事   業   名 令和５年度 令和４年度 増（△）減 

経常費補助 122,618,490 124,012,166 △1,393,676 

私立高等学校経常費補助 68,660,293 69,682,664 △1,022,371 

私立中学校経常費補助 27,837,339 27,546,414 290,925 

私立小学校経常費補助 6,987,232 6,890,715 96,517 

私立幼稚園経常費補助 16,607,040 17,499,066 △892,026 

私立特別支援学校等経常費補助 2,398,148 2,276,895 121,253 

私立通信制高等学校経常費補助 128,438 116,413 12,025 

保護者負担軽減 51,506,287 51,489,277 17,011 

私立高等学校等就学支援金 19,582,350 20,700,054 △1,117,704 

私立高等学校等就学支援金学校事務費補助 329,545 289,643 39,902 

私立高等学校等特別奨学金補助 13,444,295 13,004,759 439,536 

私立高等学校等奨学給付金事業費補助 1,199,430 1,336,109 △136,679 

私立中学校等特別奨学金補助 1,826,192 - 1,826,192 

私立高等学校定時制及び通信教育振興奨励費補助 1,381 1,680 △299 

私立高等学校等入学支度金貸付利子補給 5,956 7,249 △1,293 

私立幼稚園等施設等利用費負担金 6,922,396 7,760,146 △837,750 

私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助 2,767,168 2,872,910 △105,742 

私立専修学校授業料等減免費用負担金 5,426,249 5,515,528 △89,279 

私立専修学校修学支援実証研究事業費補助 0 575 △575 

私立学校被災生徒等受入支援事業費補助 1,325 624 701 

その他補助 28,839,458 27,260,026 1,579,432 

私立幼稚園教育振興事業費補助 726,711 832,338 △105,627 

私立幼稚園特別支援教育事業費補助 575,456 582,352 △6,896 

私立幼稚園等特色教育等推進補助 50,508 43,470 7,038 

私立幼稚園等施設型給付費負担金 7,488,174 6,726,997 761,177 

 私立幼稚園等教育体制支援事業費補助 415,629 141,089 274,540 

私立幼稚園預かり保育推進補助 965,664 949,118 16,546 

私立幼稚園等一時預かり事業費補助 1,765,313 1,526,551 238,762 

私立高等学校都内生就学促進補助 457,806 466,439 △8,633 

私立専修学校教育振興費補助 318,901 300,035 18,866 

- 151 -

事   業   名 令和５年度 令和４年度 増（△）減

私立専修学校特別支援教育事業費補助 152,760 139,819 12,941

私立専修学校職業実践専門課程推進補助 303,640 311,260 △7,620

私立外国人学校教育運営費補助 79,710 76,668 3,042

私立学校安全対策促進事業費補助 1,888,314 1,211,602 676,712

私立学校教育振興資金融資利子補給 175,072 198,710 △23,638

私立学校デジタル教育環境整備費補助 2,517,354 1,848,790 668,564

私立専修学校教育環境整備費補助 351,477 355,580 △4,103

産業・理科教育施設設備整備費補助 35,819 60,691 △24,872

私立学校省エネ設備等導入事業費補助 2,168,768 2,483,898 △315,130

私立幼稚園等環境整備費補助 284,486 395,200 △110,714

認定こども園整備費等補助 388,825 994,858 △606,033

私立学校教育研究費補助 69,813 70,136 △323

私立学校退職手当補助 4,066,100 4,072,114 △6,014

私立学校教職員共済費補助 1,786,725 1,757,006 29,719

私立学校グローバル人材育成支援事業費補助 1,806,435 1,715,305 91,130

計 202,964,235 202,761,468 202,767

※ 四捨五入の関係で端数が合わない場合がある。

⑴ 経常費補助

私立学校（高等学校、中学校、小学校、幼稚園等、特別支援学校及び通信制高等学校）を

設置する学校法人及び学校法人化を志向する個人立等の幼稚園の設置者に対し、経常費の一

部を補助している。

事業区分は、以下のとおり

経 常 費 補 助 対   象   学   種

私立高等学校経常費補助 私立高等学校（全日制・定時制）

私立中学校経常費補助 私立中学校

私立小学校経常費補助 私立小学校

私立幼稚園経常費補助 学校法人立幼稚園・学校法人化志向幼稚園

私立特別支援学校等経常費補助
特別支援学校、特別支援学級を置く小学校又は中学校
障害児が就園する学校法人立幼稚園等

私立通信制高等学校経常費補助 通信制高等学校

・事業実績（令和５年度）

私立高等学校経常費補助 236校  私立中学校経常費補助 183校

私立小学校経常費補助 55校  私立幼稚園経常費補助 429園

私立特別支援学校等経常費補助 273校  私立通信制高等学校経常費補助 ８校

私　
　

学
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⑵ 保護者負担軽減 

ア 私立高等学校等就学支援金 

「高等学校等就学支援金の支給に関する法律」に基づき、都内の私立高等学校等の生徒

に対し、高等学校等就学支援金として授業料について一定額を助成している。 

平成29年度からは、高等学校等を中途退学した者が再び学び直す場合に、高等学校等就

学支援金の支給期間経過後も継続して授業料の助成を行う私立高等学校等学び直し支援金

を実施している。 

令和２年度からは、高等学校等専攻科に通う低所得世帯の生徒の授業料を軽減する制度

として私立高等学校等専攻科支援金を実施している。 

令和５年度からは家計が急変した世帯も対象としている。 

なお、高等学校等就学支援金、学び直し支援金及び専攻科支援金は学校設置者が代理受

領する。 

・事業実績（令和５年度） 

高等学校等就学支援金 79,428人（月別受給者数の年間平均） 

学び直し支援金 268人（月別受給者数の年間平均） 

専攻科支援金 11人（月別受給者数の年間平均） 

イ 私立高等学校等就学支援金学校事務費補助 

高等学校等就学支援金の支給に伴う私立学校の事務負担を軽減するため、その経費の一

部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 246設置者 

ウ 私立高等学校等特別奨学金補助 

都内に居住する都内及び都外の私立高等学校等に在学する生徒の保護者に、高等学校等

就学支援金と合わせて都内私立高等学校平均授業料を勘案した額まで助成している（公財）

東京都私学財団の「私立高等学校等授業料軽減助成金事業」に対して補助している。 

令和３年度からは、東京都以外の自治体が認可している私立通信制高等学校の生徒保護

者に対する授業料補助である「私立都認可外通信制高等学校在学生授業料助成金」を実施

している。 

令和６年度からは所得制限を撤廃している。 

・事業実績（令和５年度） 

 私立高等学校等授業料軽減助成金 

都内校：56,300人（うち通信制：515人） 都外校：5,850人  計：62,150人 

     私立都認可外通信制高等学校在学生授業料助成金 3,732人 

エ 私立高等学校等奨学給付金事業費補助 

授業料以外の教育費負担が大きい私立高等学校等の生徒を持つ低所得者層の世帯につい

て、その費用負担の軽減を図るため、（公財）東京都私学財団が実施する「私立高等学校等

奨学給付金助成事業」に対し補助を行う。 
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令和２年度からは、家計が急変した世帯も対象としている。 

・事業実績（令和５年度） 8,383 人 

私立高等学校等の各補助制度の生徒一人当たり補助単価（令和６年度） 

対象世帯 就学支援金 特別奨学金 奨学給付金 

生活保護世帯 

396,000 円   88,000 円 

52,600 円 

年収約 270 万円未満の世帯 142,600 円※ 

年収約 590 万円未満の世帯 - 

年収約 910 万円未満の世帯 118,800 円  365,200 円 - 

年収約 910 万円以上の世帯 -  484,000 円 - 

※第２子以降（申請対象となる高校生等の他に、通信制若しくは専攻科の高校生等又は

中学生以外の 15 歳以上 23 歳未満の扶養されている者がいる世帯）152,000 円 

オ 私立高等学校定時制及び通信教育振興奨励費補助 

生徒の修学条件の改善を図るため、都内に私立高等学校定時制課程又は通信制課程を設

置し、かつ、当該課程に在学する勤労生徒に対し教科書及び学習書給与事業を実施してい

る学校法人に対し、その事業に要した費用の一部を補助している。 

平成23年度より（公財）東京都私学財団で事業実施し、都は同財団に対して補助している。 

・事業実績（令和５年度） 教科書学習書給与事業  延べ1,478冊 

カ 私立高等学校等入学支度金貸付利子補給 

私立高等学校等に入学する生徒の保護者の負担を軽減するため、入学支度金の無利息貸

出を行っている私立高等学校、私立中等教育学校後期課程、私立特別支援学校高等部、私

立高等専門学校及び私立専修学校高等課程（３年制課程）に対し、貸出原資を貸し出して

いる。都は、平成11年度から（公財）東京都私学財団が私立高等学校等へ貸し付けるため

に銀行から借り入れた原資に対し、利子補給を行っている。 

なお、生徒一人当たり貸付金額は25万円となっている。 

・事業実績（令和５年度） 407人 

キ 私立中学校等特別奨学金補助 

 都内に居住する都内及び都外の私立中学校等に在学する生徒の保護者に年額10万円まで

助成している（公財）東京都私学財団の「私立中学校等授業料軽減助成金事業」に対して

補助している。 

令和６年度からは所得制限を撤廃している。 

・事業実績（令和５年度） 

 都内校：12,576人 都外校：1,811人  計：14,387人 

ク 私立幼稚園等施設等利用費負担金 

令和元年10月からの幼児教育・保育の無償化の実施に伴い、子ども・子育て支援新制度

に移行していない私立幼稚園等に通う園児保護者の負担軽減のため、保護者に対して区市

町村が行う負担軽減事業の経費について、国制度単価に係る都負担分を補助している。 

私　
　

学
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⑵ 保護者負担軽減 

ア 私立高等学校等就学支援金 

「高等学校等就学支援金の支給に関する法律」に基づき、都内の私立高等学校等の生徒

に対し、高等学校等就学支援金として授業料について一定額を助成している。 

平成29年度からは、高等学校等を中途退学した者が再び学び直す場合に、高等学校等就

学支援金の支給期間経過後も継続して授業料の助成を行う私立高等学校等学び直し支援金

を実施している。 

令和２年度からは、高等学校等専攻科に通う低所得世帯の生徒の授業料を軽減する制度

として私立高等学校等専攻科支援金を実施している。 

令和５年度からは家計が急変した世帯も対象としている。 

なお、高等学校等就学支援金、学び直し支援金及び専攻科支援金は学校設置者が代理受

領する。 

・事業実績（令和５年度） 

高等学校等就学支援金 79,428人（月別受給者数の年間平均） 

学び直し支援金 268人（月別受給者数の年間平均） 

専攻科支援金 11人（月別受給者数の年間平均） 

イ 私立高等学校等就学支援金学校事務費補助 

高等学校等就学支援金の支給に伴う私立学校の事務負担を軽減するため、その経費の一

部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 246設置者 

ウ 私立高等学校等特別奨学金補助 

都内に居住する都内及び都外の私立高等学校等に在学する生徒の保護者に、高等学校等

就学支援金と合わせて都内私立高等学校平均授業料を勘案した額まで助成している（公財）

東京都私学財団の「私立高等学校等授業料軽減助成金事業」に対して補助している。 

令和３年度からは、東京都以外の自治体が認可している私立通信制高等学校の生徒保護

者に対する授業料補助である「私立都認可外通信制高等学校在学生授業料助成金」を実施

している。 

令和６年度からは所得制限を撤廃している。 

・事業実績（令和５年度） 

 私立高等学校等授業料軽減助成金 

都内校：56,300人（うち通信制：515人） 都外校：5,850人  計：62,150人 

     私立都認可外通信制高等学校在学生授業料助成金 3,732人 

エ 私立高等学校等奨学給付金事業費補助 

授業料以外の教育費負担が大きい私立高等学校等の生徒を持つ低所得者層の世帯につい

て、その費用負担の軽減を図るため、（公財）東京都私学財団が実施する「私立高等学校等

奨学給付金助成事業」に対し補助を行う。 
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令和２年度からは、家計が急変した世帯も対象としている。 

・事業実績（令和５年度） 8,383 人 

私立高等学校等の各補助制度の生徒一人当たり補助単価（令和６年度） 

対象世帯 就学支援金 特別奨学金 奨学給付金 

生活保護世帯 

396,000 円   88,000 円 

52,600 円 

年収約 270 万円未満の世帯 142,600 円※ 

年収約 590 万円未満の世帯 - 

年収約 910 万円未満の世帯 118,800 円  365,200 円 - 

年収約 910 万円以上の世帯 -  484,000 円 - 

※第２子以降（申請対象となる高校生等の他に、通信制若しくは専攻科の高校生等又は

中学生以外の 15 歳以上 23 歳未満の扶養されている者がいる世帯）152,000 円 

オ 私立高等学校定時制及び通信教育振興奨励費補助 

生徒の修学条件の改善を図るため、都内に私立高等学校定時制課程又は通信制課程を設

置し、かつ、当該課程に在学する勤労生徒に対し教科書及び学習書給与事業を実施してい

る学校法人に対し、その事業に要した費用の一部を補助している。 

平成23年度より（公財）東京都私学財団で事業実施し、都は同財団に対して補助している。 

・事業実績（令和５年度） 教科書学習書給与事業  延べ1,478冊 

カ 私立高等学校等入学支度金貸付利子補給 

私立高等学校等に入学する生徒の保護者の負担を軽減するため、入学支度金の無利息貸

出を行っている私立高等学校、私立中等教育学校後期課程、私立特別支援学校高等部、私

立高等専門学校及び私立専修学校高等課程（３年制課程）に対し、貸出原資を貸し出して

いる。都は、平成11年度から（公財）東京都私学財団が私立高等学校等へ貸し付けるため

に銀行から借り入れた原資に対し、利子補給を行っている。 

なお、生徒一人当たり貸付金額は25万円となっている。 

・事業実績（令和５年度） 407人 

キ 私立中学校等特別奨学金補助 

 都内に居住する都内及び都外の私立中学校等に在学する生徒の保護者に年額10万円まで

助成している（公財）東京都私学財団の「私立中学校等授業料軽減助成金事業」に対して

補助している。 

令和６年度からは所得制限を撤廃している。 

・事業実績（令和５年度） 

 都内校：12,576人 都外校：1,811人  計：14,387人 

ク 私立幼稚園等施設等利用費負担金 

令和元年10月からの幼児教育・保育の無償化の実施に伴い、子ども・子育て支援新制度

に移行していない私立幼稚園等に通う園児保護者の負担軽減のため、保護者に対して区市

町村が行う負担軽減事業の経費について、国制度単価に係る都負担分を補助している。 

私　
　

学
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また、預かり保育の国制度単価に係る都負担分を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 新制度未移行園77,548人、預かり保育21,558人 

ケ 私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助 

都内区市町村が行う保護者負担軽減事業に対して、その経費の一部を補助している。 

令和５年度の補助単価は、生活保護世帯及び区市町村民税所得割課税額が一定基準以下

でひとり親世帯は年額74,400円、区市町村民税非課税世帯、区市町村民税所得割非課税世

帯及び区市町村民税所得割課税額が一定基準以下でひとり親世帯は年額38,400円、区市町

村民税所得割課税額が一定額以上の世帯は一律に年額21,600円としている（いずれも第１

子の場合）。 

令和５年度からは、区市町村が保育の必要があると認定した住民税課税世帯における第

２子以降の満３歳児及び０～２歳児に係る預かり保育料を補助対象としている。 

なお、都が認定する幼稚園類似の幼児施設に在籍する幼児の保護者については、上記の

他に一定額の補助単価を設けている。 

・事業実績（令和５年度） 延べ1,213,879人 

コ 私立専修学校授業料等減免費用負担金

「大学等における修学の支援に関する法律」に基づき、修学支援の対象機関（確認校）

となっている専修学校（専門課程）に在学する、住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯

の学生並びに多子世帯及び理工農系の学生で中間所得層に属する者への授業料及び入学金

の減免を行った専修学校に対し補助を行う。 

・事業実績（令和５年度） 242校 授業料減免12,772人 入学金減免5,442人 

サ 私立学校被災生徒等受入支援事業費補助 

東日本大震災又は大規模災害により被災し東京都内の私立学校に転入学した生徒等の保

護者に対して、学用品、修学旅行費などの経費の一部を補助するほか、被災して授業料等

の納付が困難となった生徒等の授業料等を減免した私立学校に対して、その経費の一部を

補助している。 

・事業実績（令和５年度） 

被災生徒等臨時支援金 ５人  被災生徒等授業料等減免補助 １人 

⑶ その他補助 

ア 私立幼稚園教育振興事業費補助 

都民の幼児教育の場を確保し、私立幼稚園の教育条件の維持向上及び経営の健全化を図

るため、学校教育法附則第６条に規定する幼稚園（学校法人化を志向する幼稚園を除く。）

の設置者に対し、運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 106園 

イ 私立幼稚園特別支援教育事業費補助 

特別支援教育の振興発展を図るため、障害児が通園する私立幼稚園等（私立特別支援学
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校等経常費補助の対象となる幼稚園等を除く。）の設置者に対し、運営費の一部を補助し

ている。 

・事業実績（令和５年度） 150園 

ウ 私立幼稚園等特色教育等推進補助 

私立幼稚園等における特色ある教育の取組等を推進するため、新制度に移行した園に対

し、経常費補助等の特別補助として実施していた地域教育事業及び保育体験の受入れ事業

について、施設型給付費と別に補助している。 

・事業実績（令和５年度） 105園 

エ 私立幼稚園等施設型給付費負担金 

子ども・子育て支援新制度の実施に伴い、幼稚園・認定こども園・保育所を通じた共通

の給付制度である施設型給付が創設された。そのうち、新制度に移行する私立幼稚園等に

対し、区市町村が支給する施設型給付費の一部を、都が負担している。 

・事業実績（令和５年度） 新制度移行園（都内） 266園 

 オ 私立幼稚園等教育体制支援事業費補助 

   私立幼稚園等に勤務する教職員等の処遇改善を図るため、賃上げ効果が継続される取組

を行うことを前提として、私立幼稚園等が行う処遇改善に係る経費の一部を補助している。

・事業実績（令和５年度） 372園 

カ 私立幼稚園預かり保育推進補助 

少子化の進展及び女性の社会進出、共働き家庭の一般化などに伴う保育ニーズの多様化

に対応するため、教育時間終了後２時間以上、教育時間開始前及び春・夏・冬期の長期休

暇中に自園児を園内で過ごさせる「預かり保育」を実施する私立幼稚園等に対して、その

運営費の一部の補助等を実施している。 

・事業実績（令和５年度） 471園 

キ 私立幼稚園等一時預かり事業費補助 

区市町村から一時預かり事業（幼稚園型）を受託し、家庭において保育を受けることが

困難となった幼児を、一時的に預かる私立幼稚園等に対して、都がその経費の一部を負担

している。 

また、教育時間前後に１日４時間以上かつ平日５日

間、年間 200 日以上の預かり保育を実施する私立幼稚

園を「ＴＯＫＹＯ子育て応援幼稚園」と名付け、都が

園児数に応じた上乗せ補助及び小規模保育施設等と連

携し、卒園児受入れを行う場合の補助を実施している。

・事業実績（令和５年度） 316園（うちＴＯＫＹＯ子育て応援幼稚園 157園） 

ク 私立高等学校都内生就学促進補助 

少子化の進展に伴い生徒数が減少する中、都内公立中学校卒業生の就学を促進するため、

私立高等学校が行う広報等の就学活動に要する経費の一部を補助している。 

私　
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また、預かり保育の国制度単価に係る都負担分を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 新制度未移行園77,548人、預かり保育21,558人 

ケ 私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助 

都内区市町村が行う保護者負担軽減事業に対して、その経費の一部を補助している。 

令和５年度の補助単価は、生活保護世帯及び区市町村民税所得割課税額が一定基準以下

でひとり親世帯は年額74,400円、区市町村民税非課税世帯、区市町村民税所得割非課税世

帯及び区市町村民税所得割課税額が一定基準以下でひとり親世帯は年額38,400円、区市町

村民税所得割課税額が一定額以上の世帯は一律に年額21,600円としている（いずれも第１

子の場合）。 

令和５年度からは、区市町村が保育の必要があると認定した住民税課税世帯における第

２子以降の満３歳児及び０～２歳児に係る預かり保育料を補助対象としている。 

なお、都が認定する幼稚園類似の幼児施設に在籍する幼児の保護者については、上記の

他に一定額の補助単価を設けている。 

・事業実績（令和５年度） 延べ1,213,879人 

コ 私立専修学校授業料等減免費用負担金

「大学等における修学の支援に関する法律」に基づき、修学支援の対象機関（確認校）

となっている専修学校（専門課程）に在学する、住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯

の学生並びに多子世帯及び理工農系の学生で中間所得層に属する者への授業料及び入学金

の減免を行った専修学校に対し補助を行う。 

・事業実績（令和５年度） 242校 授業料減免12,772人 入学金減免5,442人 

サ 私立学校被災生徒等受入支援事業費補助 

東日本大震災又は大規模災害により被災し東京都内の私立学校に転入学した生徒等の保

護者に対して、学用品、修学旅行費などの経費の一部を補助するほか、被災して授業料等

の納付が困難となった生徒等の授業料等を減免した私立学校に対して、その経費の一部を

補助している。 

・事業実績（令和５年度） 

被災生徒等臨時支援金 ５人  被災生徒等授業料等減免補助 １人 

⑶ その他補助 

ア 私立幼稚園教育振興事業費補助 

都民の幼児教育の場を確保し、私立幼稚園の教育条件の維持向上及び経営の健全化を図

るため、学校教育法附則第６条に規定する幼稚園（学校法人化を志向する幼稚園を除く。）

の設置者に対し、運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 106園 

イ 私立幼稚園特別支援教育事業費補助 

特別支援教育の振興発展を図るため、障害児が通園する私立幼稚園等（私立特別支援学

- 155 - 

校等経常費補助の対象となる幼稚園等を除く。）の設置者に対し、運営費の一部を補助し

ている。 

・事業実績（令和５年度） 150園 

ウ 私立幼稚園等特色教育等推進補助 

私立幼稚園等における特色ある教育の取組等を推進するため、新制度に移行した園に対

し、経常費補助等の特別補助として実施していた地域教育事業及び保育体験の受入れ事業

について、施設型給付費と別に補助している。 

・事業実績（令和５年度） 105園 

エ 私立幼稚園等施設型給付費負担金 

子ども・子育て支援新制度の実施に伴い、幼稚園・認定こども園・保育所を通じた共通

の給付制度である施設型給付が創設された。そのうち、新制度に移行する私立幼稚園等に

対し、区市町村が支給する施設型給付費の一部を、都が負担している。 

・事業実績（令和５年度） 新制度移行園（都内） 266園 

 オ 私立幼稚園等教育体制支援事業費補助 

   私立幼稚園等に勤務する教職員等の処遇改善を図るため、賃上げ効果が継続される取組

を行うことを前提として、私立幼稚園等が行う処遇改善に係る経費の一部を補助している。

・事業実績（令和５年度） 372園 

カ 私立幼稚園預かり保育推進補助 

少子化の進展及び女性の社会進出、共働き家庭の一般化などに伴う保育ニーズの多様化

に対応するため、教育時間終了後２時間以上、教育時間開始前及び春・夏・冬期の長期休

暇中に自園児を園内で過ごさせる「預かり保育」を実施する私立幼稚園等に対して、その

運営費の一部の補助等を実施している。 

・事業実績（令和５年度） 471園 

キ 私立幼稚園等一時預かり事業費補助 

区市町村から一時預かり事業（幼稚園型）を受託し、家庭において保育を受けることが

困難となった幼児を、一時的に預かる私立幼稚園等に対して、都がその経費の一部を負担

している。 

また、教育時間前後に１日４時間以上かつ平日５日

間、年間 200 日以上の預かり保育を実施する私立幼稚

園を「ＴＯＫＹＯ子育て応援幼稚園」と名付け、都が

園児数に応じた上乗せ補助及び小規模保育施設等と連

携し、卒園児受入れを行う場合の補助を実施している。

・事業実績（令和５年度） 316園（うちＴＯＫＹＯ子育て応援幼稚園 157園） 

ク 私立高等学校都内生就学促進補助 

少子化の進展に伴い生徒数が減少する中、都内公立中学校卒業生の就学を促進するため、

私立高等学校が行う広報等の就学活動に要する経費の一部を補助している。 

私　
　

学
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・事業実績（令和５年度） 196校 

ケ 私立専修学校教育振興費補助 

私立専修学校の教育条件の維持向上及び生徒に係る修学上の経済的負担の軽減等を図る

ため、私立専修学校高等課程の設置者を対象に、その運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 21校 

コ 私立専修学校特別支援教育事業費補助 

私立専修学校の教育条件の維持向上及び経営の健全化を図るとともに、障害児（者）に

対し、より幅広い教育の機会を提供し、就職促進を図るため、私立専修学校高等課程にお

いて特別支援教育を行っている場合に、その運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 補助対象人数 193人 

サ 私立専修学校職業実践専門課程推進補助 

職業教育の質の向上を図り、多くの専門人材を育成する教育の推進を図るため、専修学

校専門課程のうち、特に職業に関連した企業等との密接な連携を通じ、より実践的な職業

教育を行っている職業実践専門課程に対し、その運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 148校 

シ 私立外国人学校教育運営費補助 

外国人学校の教育条件の維持向上及び外国人学校に在学する児童生徒に係る修学上の経

済的負担の軽減等を図るため、私立外国人学校の設置者に対し、運営費の一部を補助して

いる。 

・事業実績（令和５年度） 16校 

ス 私立学校安全対策促進事業費補助 

園児・児童・生徒の学習環境の安全強化を図るため、私立学校における校舎等の耐震診

断、耐震化工事（非構造部材の耐震対策工事を含む。）及びアスベスト対策工事に要する経

費の一部を補助している。 

令和３年度からは、体育館における空調設備設置工事に要する経費等の一部も補助して

いる。 

また、令和５年度からは災害時における非常用食品の整備に要する費用を補助している。

・事業実績（令和５年度） 

耐震補強工事 １校  耐震改築工事 １校   非構造部材耐震対策 32校 

耐震診断 ４校    アスベスト対策 ２校  体育館空調設備設置工事 12校 

送迎バス等安全対策支援事業費 614校  防災力向上事業 761校 

セ 私立学校教育振興資金融資利子補給 

私立学校における教育環境整備及び経営安定を図るための資金を長期・低利な条件で貸

し付けている（公財）東京都私学財団の銀行借入利息に対して、都は利子補給を行ってい

る。 

平成30年度貸付分より、銀行借入利息から学校への貸付利息を差し引いた額を補助する
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こととしている。 

・事業実績（令和５年度） 新規借入 16校 

ソ 私立学校デジタル教育環境整備費補助 

児童生徒の学習への意欲や関心を高め、学力を向上させるとともに、これからの時代に求

められる情報活用能力を育成するため、補助事業を実施する（公財）東京都私学財団に対

し、その経費を補助している。 

令和４年度からは、高等学校の一人１台端末整備を促進するため、端末整備に関する補

助を拡充している。 

 また、令和５年度からは授業の過程で著作権が及ぶ著作物の利用を行う場合に学校が負

担する授業目的公衆送信補償金に係る経費を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 

デジタル教育環境整備 230校 一人１台端末整備 142校 

授業目的公衆送信補償金助成 249校 

タ 私立専修学校教育環境整備費補助 

私立専修学校の教育の充実と質的向上に資するため、私立専修学校の設置者が行う、高

等課程及び専門課程の教育に必要な設備装置の整備等や、専門課程の自己点検・自己評価

及び第三者評価による検証事業に対する補助を行っている。 

・事業実績（令和５年度） 

教育設備装置 58校  図書等 85校  専修学校評価促進 182校 

チ 産業・理科教育施設設備整備費補助 

産業教育振興法及び理科教育振興法に基づき、私立高等学校等の施設・設備等の充実を

図るため、学校法人が負担する経費について、国と都が一定率を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 

産業教育施設設備整備事業 ０校  理科教育設備整備事業 104校 

ツ 私立学校省エネ設備等導入事業費補助 

ＣＯ２削減に取り組む私立学校を支援するため、東京都地球温暖化防止活動推進センタ

ー(（公財）東京都環境公社）等が実施する「省エネ診断」を受け、当該診断の結果を踏

まえて省エネ設備等を導入する私立の幼稚園（幼保連携認定こども園を含む。）、小学校、

中学校、高等学校、特別支援学校及び専修学校（高等課程）に対し、その経費の一部を補

助している。 

・事業実績（令和５年度）  149校、57園 

テ 私立幼稚園等環境整備費補助

幼児教育の質の向上のため、遊具等環境整備を行う私立幼稚園等に対し、経費の一部を

補助している。平成29年度からは、私立幼稚園等のＩＣＴ化促進に要する経費の一部を補

助している。

・事業実績（令和５年度） 

私　
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・事業実績（令和５年度） 196校 

ケ 私立専修学校教育振興費補助 

私立専修学校の教育条件の維持向上及び生徒に係る修学上の経済的負担の軽減等を図る

ため、私立専修学校高等課程の設置者を対象に、その運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 21校 

コ 私立専修学校特別支援教育事業費補助 

私立専修学校の教育条件の維持向上及び経営の健全化を図るとともに、障害児（者）に

対し、より幅広い教育の機会を提供し、就職促進を図るため、私立専修学校高等課程にお

いて特別支援教育を行っている場合に、その運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 補助対象人数 193人 

サ 私立専修学校職業実践専門課程推進補助 

職業教育の質の向上を図り、多くの専門人材を育成する教育の推進を図るため、専修学

校専門課程のうち、特に職業に関連した企業等との密接な連携を通じ、より実践的な職業

教育を行っている職業実践専門課程に対し、その運営費の一部を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 148校 

シ 私立外国人学校教育運営費補助 

外国人学校の教育条件の維持向上及び外国人学校に在学する児童生徒に係る修学上の経

済的負担の軽減等を図るため、私立外国人学校の設置者に対し、運営費の一部を補助して

いる。 

・事業実績（令和５年度） 16校 

ス 私立学校安全対策促進事業費補助 

園児・児童・生徒の学習環境の安全強化を図るため、私立学校における校舎等の耐震診

断、耐震化工事（非構造部材の耐震対策工事を含む。）及びアスベスト対策工事に要する経

費の一部を補助している。 

令和３年度からは、体育館における空調設備設置工事に要する経費等の一部も補助して

いる。 

また、令和５年度からは災害時における非常用食品の整備に要する費用を補助している。

・事業実績（令和５年度） 

耐震補強工事 １校  耐震改築工事 １校   非構造部材耐震対策 32校 

耐震診断 ４校    アスベスト対策 ２校  体育館空調設備設置工事 12校 

送迎バス等安全対策支援事業費 614校  防災力向上事業 761校 

セ 私立学校教育振興資金融資利子補給 

私立学校における教育環境整備及び経営安定を図るための資金を長期・低利な条件で貸

し付けている（公財）東京都私学財団の銀行借入利息に対して、都は利子補給を行ってい

る。 

平成30年度貸付分より、銀行借入利息から学校への貸付利息を差し引いた額を補助する
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こととしている。 

・事業実績（令和５年度） 新規借入 16校 

ソ 私立学校デジタル教育環境整備費補助 

児童生徒の学習への意欲や関心を高め、学力を向上させるとともに、これからの時代に求

められる情報活用能力を育成するため、補助事業を実施する（公財）東京都私学財団に対

し、その経費を補助している。 

令和４年度からは、高等学校の一人１台端末整備を促進するため、端末整備に関する補

助を拡充している。 

 また、令和５年度からは授業の過程で著作権が及ぶ著作物の利用を行う場合に学校が負

担する授業目的公衆送信補償金に係る経費を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 

デジタル教育環境整備 230校 一人１台端末整備 142校 

授業目的公衆送信補償金助成 249校 

タ 私立専修学校教育環境整備費補助 

私立専修学校の教育の充実と質的向上に資するため、私立専修学校の設置者が行う、高

等課程及び専門課程の教育に必要な設備装置の整備等や、専門課程の自己点検・自己評価

及び第三者評価による検証事業に対する補助を行っている。 

・事業実績（令和５年度） 

教育設備装置 58校  図書等 85校  専修学校評価促進 182校 

チ 産業・理科教育施設設備整備費補助 

産業教育振興法及び理科教育振興法に基づき、私立高等学校等の施設・設備等の充実を

図るため、学校法人が負担する経費について、国と都が一定率を補助している。 

・事業実績（令和５年度） 

産業教育施設設備整備事業 ０校  理科教育設備整備事業 104校 

ツ 私立学校省エネ設備等導入事業費補助 

ＣＯ２削減に取り組む私立学校を支援するため、東京都地球温暖化防止活動推進センタ

ー(（公財）東京都環境公社）等が実施する「省エネ診断」を受け、当該診断の結果を踏

まえて省エネ設備等を導入する私立の幼稚園（幼保連携認定こども園を含む。）、小学校、

中学校、高等学校、特別支援学校及び専修学校（高等課程）に対し、その経費の一部を補

助している。 

・事業実績（令和５年度）  149校、57園 

テ 私立幼稚園等環境整備費補助

幼児教育の質の向上のため、遊具等環境整備を行う私立幼稚園等に対し、経費の一部を

補助している。平成29年度からは、私立幼稚園等のＩＣＴ化促進に要する経費の一部を補

助している。

・事業実績（令和５年度） 

私　
　

学
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遊具等環境整備 360園  ＩＣＴ化促進 36園 

幼稚園新型コロナウイルス感染症対策 区市町：25、幼稚園類似の幼児施設：１ 

教育水準の向上に向けた取組 165園 

ト 認定こども園整備費等補助 

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進を図るため、私立の認定こ

ども園に対して、区市町村が行う開設準備経費等の補助事業について、その経費の一部を

補助している。 

・事業実績（令和５年度） 92園 

ナ 私立学校教育研究費補助 

私立学校教職員の資質の向上及び教育内容の充実を目的に、研修・研究事業を実施して

いる（公財）東京都私学財団に対し、経費の一部を補助している。 

ニ 私立学校退職手当補助 

（公財）東京都私学財団の退職資金事業に参加する会員（学校設置者）の掛金負担を軽

減するため、同財団に対し標準給与月額の総額の36／1,000相当額を補助している。 

ヌ 私立学校教職員共済費補助 

教職員及び学校設置者の長期掛金の負担を軽減するため、日本私立学校振興・共済事業

団に標準給与月額の総額の8／1,000相当額を補助している。 

ネ 私立学校グローバル人材育成支援事業費補助 

グローバル人材の育成に向けて、私立高等学校が行う海外留学に参加する生徒に対し、

参加費用の一部を補助するほか、外国語教育の充実を図るため、JETプログラム（語学指導

を行う外国青年招致事業）を活用する私立中学校、高等学校に対し、その経費の一部を補

助する。また、私立小学校、中学校、高等学校が教員を海外研修に派遣した場合に、その

経費の一部を補助するほか、私立高等学校が英語の外部検定試験を行う場合、その試験の

試験料相当額を補助する。 

・事業実績（令和５年度） 

私立高等学校海外留学推進補助 131校 828人 

私立学校外国語指導助手活用事業費補助 198校 179人 

私立学校教員海外派遣研修事業費補助 ７校 ７人 

私立高等学校外部検定試験料補助 115校 37,549人 

ノ 私立学校の校庭等の芝生化 

都内の私立学校の校庭等の芝生化を推進するため、環境局から執行委任を受け、私立の

幼稚園、小学校、中学校、高等学校等の校庭等の芝生化に係る事業経費を全額補助してい

る。 

また、芝生化実施後に必要な専門的維持管理作業に要する経費の一部についても補助し

ている。 

・事業実績（令和５年度） ２園（新規整備数） 
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⑷ 国庫補助に係る法定受託事務 

前記の都補助に伴う事務のほか、都内の私立の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別

支援学校及び専修学校等に対する各種の国庫補助についての周知、指導、申請書の受理、現

地調査、額の確定等の事務を行っている。 

事  業  名 令和５年度実績(事業数) 

１ 私立高等学校等施設高機能化整備費  21 

２ 学校体育諸施設補助   0 

３ 私立高等学校産業教育施設整備費   0 

４ 学校給食施設整備費   0 

５ 私立幼稚園施設整備費 12 

６ 私立学校施設整備費〈専修学校関係〉   3 

７ 高等学校産業教育設備整備費   0 

８ 理科教育等設備整備費  104 

９ 特別支援教育設備整備費等   2 

10 私立高等学校等ＩＣＴ教育設備整備推進事業費  11 

11 私立大学等研究設備整備費〈専修学校関係〉   5 

12 私立高等学校等経常費補助（特別支援教育分）   5 

13 私立高等学校等経常費補助（広域通信制課程分）   8 

14 私立学校情報機器整備費 0 

15 私立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費 0 

16 学校保健特別対策事業費 76 

合   計 247 

⑸ 東京都私立学校助成審議会 

東京都私立学校助成審議会条例に基づいて設置されている知事の附属機関で、私立学校に

対する補助金配分の基本方針その他私立学校の振興助成に関する重要事項を審議している。 

・設 置 年 度 昭和33年度 

・根拠法令等 東京都私立学校助成審議会条例 

・委 員 数 15人 

・事業実績（令和５年度）開催回数  １回 

３ 東京都育英資金（私学部私学振興課） 

⑴ 育英資金の貸付 

勉学意欲がありながら経済的理由により修学困難な者に、修学に必要な学資金の一部

（奨学金）を貸付ける事業を行う（公財）東京都私学財団に対し、貸付事業費を補助してい

る。 

平成17年度の新規貸付分以降は、（公財）東京都私学財団に事業を移管して実施し、都は、

平成20年度で貸付事業を終了した。 

・事業実績（令和５年度）  補助金額 ０円（※） 

私　
　

学
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遊具等環境整備 360園  ＩＣＴ化促進 36園 

幼稚園新型コロナウイルス感染症対策 区市町：25、幼稚園類似の幼児施設：１ 

教育水準の向上に向けた取組 165園 

ト 認定こども園整備費等補助 

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進を図るため、私立の認定こ

ども園に対して、区市町村が行う開設準備経費等の補助事業について、その経費の一部を

補助している。 

・事業実績（令和５年度） 92園 

ナ 私立学校教育研究費補助 

私立学校教職員の資質の向上及び教育内容の充実を目的に、研修・研究事業を実施して

いる（公財）東京都私学財団に対し、経費の一部を補助している。 

ニ 私立学校退職手当補助 

（公財）東京都私学財団の退職資金事業に参加する会員（学校設置者）の掛金負担を軽

減するため、同財団に対し標準給与月額の総額の36／1,000相当額を補助している。 

ヌ 私立学校教職員共済費補助 

教職員及び学校設置者の長期掛金の負担を軽減するため、日本私立学校振興・共済事業

団に標準給与月額の総額の8／1,000相当額を補助している。 

ネ 私立学校グローバル人材育成支援事業費補助 

グローバル人材の育成に向けて、私立高等学校が行う海外留学に参加する生徒に対し、

参加費用の一部を補助するほか、外国語教育の充実を図るため、JETプログラム（語学指導

を行う外国青年招致事業）を活用する私立中学校、高等学校に対し、その経費の一部を補

助する。また、私立小学校、中学校、高等学校が教員を海外研修に派遣した場合に、その

経費の一部を補助するほか、私立高等学校が英語の外部検定試験を行う場合、その試験の

試験料相当額を補助する。 

・事業実績（令和５年度） 

私立高等学校海外留学推進補助 131校 828人 

私立学校外国語指導助手活用事業費補助 198校 179人 

私立学校教員海外派遣研修事業費補助 ７校 ７人 

私立高等学校外部検定試験料補助 115校 37,549人 

ノ 私立学校の校庭等の芝生化 

都内の私立学校の校庭等の芝生化を推進するため、環境局から執行委任を受け、私立の

幼稚園、小学校、中学校、高等学校等の校庭等の芝生化に係る事業経費を全額補助してい

る。 

また、芝生化実施後に必要な専門的維持管理作業に要する経費の一部についても補助し

ている。 

・事業実績（令和５年度） ２園（新規整備数） 
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⑷ 国庫補助に係る法定受託事務 

前記の都補助に伴う事務のほか、都内の私立の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別

支援学校及び専修学校等に対する各種の国庫補助についての周知、指導、申請書の受理、現

地調査、額の確定等の事務を行っている。 

事  業  名 令和５年度実績(事業数) 

１ 私立高等学校等施設高機能化整備費  21 

２ 学校体育諸施設補助   0 

３ 私立高等学校産業教育施設整備費   0 

４ 学校給食施設整備費   0 

５ 私立幼稚園施設整備費 12 

６ 私立学校施設整備費〈専修学校関係〉   3 

７ 高等学校産業教育設備整備費   0 

８ 理科教育等設備整備費  104 

９ 特別支援教育設備整備費等   2 

10 私立高等学校等ＩＣＴ教育設備整備推進事業費  11 

11 私立大学等研究設備整備費〈専修学校関係〉   5 

12 私立高等学校等経常費補助（特別支援教育分）   5 

13 私立高等学校等経常費補助（広域通信制課程分）   8 

14 私立学校情報機器整備費 0 

15 私立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費 0 

16 学校保健特別対策事業費 76 

合   計 247 

⑸ 東京都私立学校助成審議会 

東京都私立学校助成審議会条例に基づいて設置されている知事の附属機関で、私立学校に

対する補助金配分の基本方針その他私立学校の振興助成に関する重要事項を審議している。 

・設 置 年 度 昭和33年度 

・根拠法令等 東京都私立学校助成審議会条例 

・委 員 数 15人 

・事業実績（令和５年度）開催回数  １回 

３ 東京都育英資金（私学部私学振興課） 

⑴ 育英資金の貸付 

勉学意欲がありながら経済的理由により修学困難な者に、修学に必要な学資金の一部

（奨学金）を貸付ける事業を行う（公財）東京都私学財団に対し、貸付事業費を補助してい

る。 

平成17年度の新規貸付分以降は、（公財）東京都私学財団に事業を移管して実施し、都は、

平成20年度で貸付事業を終了した。 

・事業実績（令和５年度）  補助金額 ０円（※） 

私　
　

学
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※貸付額から（公財）東京都私学財団が収入した返還金の総額を控除した額等を補助対象

としており、貸付額を返還金の総額が上回ったため補助金額が０円となっている。 

〈貸付月額（令和６年度）〉 

区分 

学校種別 

貸付月額（円) 

国公立 私 立 

高 等 学 校 18,000 35,000 

高 等 専 門 学 校 18,000 35,000 

専修学校（高等課程) 18,000 35,000 

専修学校（専門課程) 45,000 53,000 

〈貸付実績の推移〉 

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

貸 付 額 (千円) 1,297,370 1,042,545 943,369 857,103 792,976 723,105 

貸付人員(人 ) 3,261 2,599 2,351 2,135 1,962 1,815 

内

訳

高校・高専 2,239 2,798 2,043 1,874 1,700 1,616 

専修（高等） 123 136 110 91 106 104 

専修（専門） 237 327 198 170 156 95 

⑵ 育英資金の返還 

育英資金の返還は、貸付け終了後６か月据え置き、所定の期間内に年賦又は半年賦の方法

によって返還する。 

なお、都は、平成16年度までに採用した奨学生に対する返還事務を行っている。 

４ 公益財団法人東京都私学財団の概要 

都内の私立学校等の教育振興のため、各種事業を行い、もって都内私立学校教育の充実と振

興を図り、東京都教育文化の高揚に資することを目的として設立 

(平成15年４月、㈶東京都私立学校教育振興会と㈳東京都私学退職金社団が組織統合して財団

法人東京都私学財団として発足。平成23年４月から公益財団法人に移行） 

・ 所在地 東京都新宿区神楽河岸１－１ セントラルプラザ11階 

・ 理事長 長塚 篤夫（順天中学高等学校長） 

・ 役員・評議員  役員27名、評議員26名 

・ 基本財産 1,375,000千円 うち都の出捐金 200,000千円（14.5％） 

・ 事業内容 

都は、財団の事業に対して補助を行うことにより、私学の振興を図っている（カッコ内は都

の補助事業名）。 

⑴ 施設設備資金及び運営資金の長期低利な融資 

・振興資金融資事業（私立学校教育振興資金融資利子補給） 
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⑵ 教育環境等の改善・充実のための助成 

・私立専修学校教育環境整備費助成事業（私立専修学校教育環境整備費補助） 

・私立専修学校等耐震化事業費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校非構造部材耐震対策工事費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校耐震化普及啓発事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校体育館空調設備新規導入費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校災害時対応環境整備費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校デジタル教育環境整備費助成事業（私立学校デジタル教育環境整備費補助） 

・私立高等学校新入生端末整備費助成事業（私立学校デジタル教育環境整備費補助） 

・私立学校授業目的公衆送信補償金助成事業（私立学校デジタル教育環境整備費補助及び私

立専修学校教育環境整備費補助） 

・私立学校省エネ設備等導入事業費助成事業（私立学校省エネ設備等導入事業費補助） 

・私立学校外国語指導助手活用事業費助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助）

・私立学校教員海外派遣研修事業費助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助） 

・私立高等学校外部検定試験料助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助） 

⑶ 都民の教育費負担を軽減するための融資及び助成 

・入学支度金貸付資金融資事業（私立高等学校等入学支度金貸付利子補給） 

・私立高等学校等授業料軽減助成金事業（私立高等学校等特別奨学金補助） 

・私立中学校等授業料軽減助成金事業（私立中学校等特別奨学金補助） 

・私立高等学校等奨学給付金助成事業（私立高等学校等奨学給付金事業費補助） 

・私立高等学校定時制及び通信教育振興奨励費助成事業（私立高等学校定時制及び通信教育

振興奨励費補助） 

・東京都育英資金貸付事業（育英資金事業費補助） 

・私立高等学校海外留学推進助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助） 

⑷ 教職員の退職金支給に必要な資金の交付 

・教職員退職資金事業（私立学校退職手当補助） 

⑸ 教職員に対する研修会及び公開講座の企画及び実施 

・教職員研修事業（私立学校教育研究費補助） 

・公開講座事業 

・海外研修事業 

⑹ 学校教育に関する調査研究、助成及び普及啓発 

・教育調査研究事業 

・私立学校研究助成事業（私立学校教育研究費補助） 

・私学資料管理事業 

⑺ 学校経営に関する相談及び助言 

・経営相談事業 

私　
　

学
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※貸付額から（公財）東京都私学財団が収入した返還金の総額を控除した額等を補助対象

としており、貸付額を返還金の総額が上回ったため補助金額が０円となっている。 

〈貸付月額（令和６年度）〉 

区分 

学校種別 

貸付月額（円) 

国公立 私 立 

高 等 学 校 18,000 35,000 

高 等 専 門 学 校 18,000 35,000 

専修学校（高等課程) 18,000 35,000 

専修学校（専門課程) 45,000 53,000 

〈貸付実績の推移〉 

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

貸 付 額 (千円) 1,297,370 1,042,545 943,369 857,103 792,976 723,105 

貸付人員(人 ) 3,261 2,599 2,351 2,135 1,962 1,815 

内

訳

高校・高専 2,239 2,798 2,043 1,874 1,700 1,616 

専修（高等） 123 136 110 91 106 104 

専修（専門） 237 327 198 170 156 95 

⑵ 育英資金の返還 

育英資金の返還は、貸付け終了後６か月据え置き、所定の期間内に年賦又は半年賦の方法

によって返還する。 

なお、都は、平成16年度までに採用した奨学生に対する返還事務を行っている。 

４ 公益財団法人東京都私学財団の概要 

都内の私立学校等の教育振興のため、各種事業を行い、もって都内私立学校教育の充実と振

興を図り、東京都教育文化の高揚に資することを目的として設立 

(平成15年４月、㈶東京都私立学校教育振興会と㈳東京都私学退職金社団が組織統合して財団

法人東京都私学財団として発足。平成23年４月から公益財団法人に移行） 

・ 所在地 東京都新宿区神楽河岸１－１ セントラルプラザ11階 

・ 理事長 長塚 篤夫（順天中学高等学校長） 

・ 役員・評議員  役員27名、評議員26名 

・ 基本財産 1,375,000千円 うち都の出捐金 200,000千円（14.5％） 

・ 事業内容 

都は、財団の事業に対して補助を行うことにより、私学の振興を図っている（カッコ内は都

の補助事業名）。 

⑴ 施設設備資金及び運営資金の長期低利な融資 

・振興資金融資事業（私立学校教育振興資金融資利子補給） 
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⑵ 教育環境等の改善・充実のための助成 

・私立専修学校教育環境整備費助成事業（私立専修学校教育環境整備費補助） 

・私立専修学校等耐震化事業費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校非構造部材耐震対策工事費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校耐震化普及啓発事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校体育館空調設備新規導入費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校災害時対応環境整備費助成事業（私立学校安全対策促進事業費補助） 

・私立学校デジタル教育環境整備費助成事業（私立学校デジタル教育環境整備費補助） 

・私立高等学校新入生端末整備費助成事業（私立学校デジタル教育環境整備費補助） 

・私立学校授業目的公衆送信補償金助成事業（私立学校デジタル教育環境整備費補助及び私

立専修学校教育環境整備費補助） 

・私立学校省エネ設備等導入事業費助成事業（私立学校省エネ設備等導入事業費補助） 

・私立学校外国語指導助手活用事業費助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助）

・私立学校教員海外派遣研修事業費助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助） 

・私立高等学校外部検定試験料助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助） 

⑶ 都民の教育費負担を軽減するための融資及び助成 

・入学支度金貸付資金融資事業（私立高等学校等入学支度金貸付利子補給） 

・私立高等学校等授業料軽減助成金事業（私立高等学校等特別奨学金補助） 

・私立中学校等授業料軽減助成金事業（私立中学校等特別奨学金補助） 

・私立高等学校等奨学給付金助成事業（私立高等学校等奨学給付金事業費補助） 

・私立高等学校定時制及び通信教育振興奨励費助成事業（私立高等学校定時制及び通信教育

振興奨励費補助） 

・東京都育英資金貸付事業（育英資金事業費補助） 

・私立高等学校海外留学推進助成事業（私立学校グローバル人材育成支援事業費補助） 

⑷ 教職員の退職金支給に必要な資金の交付 

・教職員退職資金事業（私立学校退職手当補助） 

⑸ 教職員に対する研修会及び公開講座の企画及び実施 

・教職員研修事業（私立学校教育研究費補助） 

・公開講座事業 

・海外研修事業 

⑹ 学校教育に関する調査研究、助成及び普及啓発 

・教育調査研究事業 

・私立学校研究助成事業（私立学校教育研究費補助） 

・私学資料管理事業 

⑺ 学校経営に関する相談及び助言 

・経営相談事業 

私　
　

学
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・建築相談事業 

⑻ 学校等が行う教育活動振興のための支援及び助成 

・教育活動支援事業 

・教育振興表彰事業 

・私学情報提供事業 


